
ゴールデンウィークも終わり、日ごとに暑くなってきました。 

3.11 震災後、節電！節電！と言われている中、九州地方は猛暑になるとの予想です。図書館では利用

者の方に涼しく過ごして頂けるように今年もゴーヤのグリーンカーテン作りを始めます。 

植物の緑から安らぎを感じるように、本との出会いから心がほんわか和んでパワーが生まれることがあり

ますよね。これからもスタッフみんなで赤ちゃんから高齢者の方までゆっくりくつろげる場を提供してい

きたいと思っています。（o） 
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ぬりつぶし：お休みです 

  ④                        みんなで そだてる たのしい 「みんと」 

火～金 

10：00～19：00 
土･日･祝 

10：00～17：00 

開
館
時
間 

あんころもち 

きびだんご 

おはなし会 

 

 

 ①             

 

 かしま市民立楽修大学

鹿島市民図書館  
〒849-1312 

鹿島市大字納富分 2700-1 

Tel  (0954) 63‐4343 

Fax  (0954) 63‐2217 

ホームページ 

http://www.library.city. 
kashima.saga.jp 

＜QRコード＞ 

Eメール 

kashimal@theia.ocn.ne.jp 

 

図書館長 野﨑千代美 

井手監督が２人と出会って１５年。めげない、あき 

らめない、立ち止まらない“冤罪コンビ”桜井昌司 

と杉山卓男を追った同名の映画を書籍化。布川事件 

が発生してから４３年７ヶ月、再審無罪を勝ち取り 

「フツーのおじさん」になるまでの軌跡を描く。 

「ショージとタカオ」井手洋子：著 文藝春秋：出版 

日程や内容など詳しくは次のページをご覧ください。 

鹿島市出身の映画監督・井手洋子監督より「ショージとタカオ」をご寄贈いただきました。 

この作品は２０１１年７月エイブルホ

ールでも上演され、補助席を出すほどの

盛況ぶりでした。２０１０年度キネマ旬

報文化映画部門ベストテン第１位、２０

１１年度文化庁映画賞大賞、その他、国

内外で高い評価を受けています。 

本棚に隠されてい 

る問題！みんな一生懸命に

探しまわって謎解き開始…。何

回も本を読みなおして答えて

くれました。4日間に 140名 

の子ども達が問題に挑戦し   

ました。 

 

子ども達は、 

『わるいことがしたい』な 

どの愉快なお話や『フリフリ動

物』の工作に目を輝かせて参加

してくれました。こどもの日は 

   楽しめたかな！ 

もちろん市立図書館なのですが、「鹿島市民図書館」というネーミングで、まる１０年経ちました。「市民による市

民のための・・・」という願いがこめられたそうです。３年前から指定管理制度が導入され、「かしま市民立楽修大

学」という市民団体がエイブルの運営をしていますので、図書館で働いている職員も公務員ではなく、「本と人が好

き」な市民が集まって運営をしているのです。プロの司書職や古文書の読める学芸員、幼稚園や学校勤務の経験など、

様々なキャリアをいかしてスタッフ一同がんばっています。そうした点では当初名づけた「市民図書館」に近づいて

いるのかもしれません。 

反面、図書館をめぐる状況には様々な問題が山積しています。指定管理制度自体がはらむ問題や、民間営利企業の

参入、そして今年度は図書購入予算の大幅削減・・・でも、私たちスタッフは元気です。市からお預かりした大切な

予算をより有効に使うため、もっと 1 冊 1 冊を丁寧に選び、本を大切に扱っていただくよう呼びかけ、本の並びを

工夫して・・・と意欲的です。総貸出し冊数は 30５,６２９冊で、前年より伸びました。市民 1 人あたり 9.8 冊とい

う貸し出し状況は、３～４万人規模の市では全国第５位。ありがたいことです。 

もう夏も間近、梅の実る頃となり、図書館にも「梅干しの本」を求めてこられる 

方がちらほら。グリーンカーテンの「ツタンカーメン豆」も実り、昨年同様お配り 

したところです。インターンシップに来た佐賀農業高校の生徒がまいてくれた菜の 

花は、ねらいどおり学習コーナーの窓の外を優しい黄色の花で彩ってくれました。 

今はもうびっしりと種をつけています。「1 日職員体験」でやってきた小学生たちと 

収穫し、カウンターでお配りしているところです。 

種がどこかの地で芽吹くように、地域に根ざし、人と人を結ぶ図書館でありたい 

と思います。 

                               

★詳しい内容は７月号で案内します。 

日時：７月８日（日）１０時～ 場所：エイブル１階いきいきルーム 
 

 

６月、７月に下記のイベントを開催します。ぜひお越しください。 

毎年大人気の 

『一日図書館職員』体験… 

カウンターでは緊張しつつも笑

顔で貸出や返却に挑戦！季節の

飾り作りや本のカバー掛けなど 

図書館の陰の仕事もばっちり 

頑張りました。 

 

高学年 

低学年 

エイブル祭りで

図書館ＰＲ中 

種を収穫中！ 

 

問題はどこに 

あるのかな？ 
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下記以外にも『コンカツ？』 石田衣良：著（小説）、『極北』 マーセル・セロー：著（小説）、『介護のための薬の図鑑』饗庭三代治：監修（自然科学）、『梅ちゃん先生 Part1』 尾崎将也：作（芸術）などいろんなジャンルの本が届いています。 

 ③              ねぇ ねぇ みてみて みんなの 「みんと」  ②             「みんと」  の  みん  は 「みんな」 の  みん 

『最後の小学校』 
秋山忠嗣：著 

講談社：出 

 

唐津市の離島、向島は在校生

がいないため今年度から休校

となった。そこに勤務してい

た著者がたったひとりの女子

児童と向き合い、その経験を

最後の１年を中心につづる。 

 

『農産加工機器の 

選び方・使い方』 
髙木敏弘：著 

農山漁村文化協会：出 

農村加工の特徴を活かす機器

選びのポイントや、加工品に応

じた機器選びとレイアウトな

どを掲載。３０年以上農村プラ

ンナーとして活動してきた著

者の経験や農家の方から学ん

だ知恵と工夫がつまった１冊。 

 

『はなちゃんのみそ汁』 
安武信吾・千恵・はな：著 

文藝春秋：出 

 

『「食べることは生きること」

病気になるまでは気づかなか

った。』若くしてがんで亡くな

った千恵さんのブログや信吾

さんの手記、はなちゃんの手紙

など、家族みんなで作った一冊

です。 

 

『朝 15分でできる丼弁当』 
きじまりゅうた：著 

家の光協会：出 

 

おかずを１品ご飯にのせてできあ

がり！手間をかけずにできて、そ

のうえおいしくて栄養も満点。忙

しい朝にぱぱっとできる丼弁当の

レシピと、簡単にできる野菜中心

のサイドディッシュのレシピを掲

載。 

 

『僕がパパに育つまで』 
マシュー・ロゲリン：著 

服部由美：訳 

講談社：出 

完璧な妻に頼りきりの気弱な

僕。娘が生まれ幸せいっぱいの

なか、妻が急死してしまう。残

された僕は娘を一人で育てら

れるのだろうか…。 

泣き虫シングルファーザーの

感動の実話。 

 

平成２２年に購入した雑誌とブックリサイクルで集まった本を市民のみなさまに無料で配布します。 

一人あたりの配布冊数は未定ですので、当日提示をします。 

毎年大人気の雑誌無料配布です。人気の雑誌はすぐになくなりますのでお早めにお越しください。 

＜と き＞ ６月  ９日（土）・１０日（日） ： １０時～１６時半 

６月１２日（火）・１３日（水） ： １０時～１８時 

＜ところ＞ エイブル１階 エントランスロビー ＜対 象＞鹿島市内在住の方 

鹿島市民図書館で保存をしている雑誌 

「タウン情報さが」「現代の図書館」   

「図書館雑誌」「澪」は配布できません。 

「佐賀県内公共図書館雑誌分担保存に関する協定書」で   

鹿島受け持ちの保存雑誌は、配布できません。       

下記の雑誌は１０年を経過したもののみ配布します。 

「AERA」「月刊碁ワールド」「将棋世界」「新潮４５」 

「短歌研究」「俳句」「ナショナルジオグラフィック」 

「歌謡曲（ゲッカヨ）」「この本読んで！」 

不要になった本、捨てるのがもったいない本など…ご自宅に眠っている本はありませんか？ 

図書館がそんな本の「新しい持ち主」探しのお手伝いをいたします！ 

寄贈の条件 

・破れ、しみ、カビ、臭い、書き込みなどがなく、他の方が気持ちよく読める本 

・雑誌、通販カタログ、視聴覚資料（CD・ビデオ・DVD・カセット）は受付できません 

対 象 

・鹿島市内に在住で、鹿島市民図書館までご自身で持ってくることができる方 

受付期間（休館日を除く） 

・５月２４日（木）～６月７日（木）  平日：１０時～１８時 土日祝日：１０時～１６時 

お持ちいただいても、本の内容や状態によってお受けできない場合がありますので、 

あらかじめご了承ください。また、寄贈後の返却は対応できませんのでご注意ください。 

何かご不明な点がありましたら、図書館までお尋ねください。 

 

１０月に図書館サポーターの子どもたちと 

まいたツタンカーメン豆を収穫！ 

貸出カウンターにて配布したところ、みなさん珍し

い豆に興味津々！４月の豪雨や強風の影響で、 

残念ながら今年の収穫は少なめでした…。 

次はゴーヤのグリーンカーテンです★ 

          どうぞお楽しみに！ 

 

 

レシピと一緒に配布しました ５月８日（火）担当職員によるギャラリートーク 

切り抜かれた本や雑誌、しみやにおいのついた本…借りたいと思って手に 

取った本や雑誌がこのような状態だったら、どんな気持ちになりますか？ 

５月１１日～２０日まで、切り抜きや汚れた本・雑誌・傷のついたＤＶＤを展示しました 

 

 

 

 

 

 

切り抜きが多いため館外へ貸出ができなくなった雑誌があります。 

次の方に提供できる状態ではないため、処分した本もあります。 

あなたが「ほしい」と思う情報は、みんなも「ほしい」情報です。 

著作権の定める範囲内であればコピーもできます。 

どうかこれ以上、「みんなのもの」を傷つけないでください。 

ペンで線をひかれた本 きりぬき ガムをつけられた本 

今回が初公開となる福源寺の蔵書を5月11日～20日

まで展示しました。期間中は多くの方が来館され、担

当の説明を熱心に聞き入っていました。 

福源寺は能古見中川内にある黄檗宗
おうばくしゅう

の古寺で、鎌倉

時代、鹿島に立ち寄った中国僧、無学
む が く

祖元
そ げ ん

が滴
てき

水
すい

庵
あん

を 

建て、そこに観世音菩薩を安置したことが始まりといわれています。その後、江戸時代 

に鍋島直朝の援助を受け小城出身の黄檗僧、梅嶺道雪
ばいれいどうせつ

が 

再興し福源寺としました。２代目桂巌
けいがん

は普明寺の開山に 

もなっています。福源寺蔵書は鹿島の黄檗文化を今に伝 

える貴重な史料なのです。 


